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 The intention of this paper is to analyze the design method of Alvar Aalto. The analyze will be in two 
chapters as follows; Chapter2 illustrates the reserch by focusing on the formation process and the relationship 
between shape, plan, and surrounding environment. Chapter3 illustrates the analysis of the design form which 
Aalto often uses.Aalto does not take the same angle with the other archtectures, and he has made his own shap 
after involving various factors. 




































   
	 	 	 	 写真 1	 ロヴァニエミの図書館内観	 
	 
	 	 	 	 	 	 










	 	 	 
	 	 	 図 3	 スケッチ 2	 	 	 	 	 	 図 4	 分析図	 
	 
	 
	 	 図 5	 分析図	 
	 
図 3 は次の段階のスケッチである。以下、スケッチ 2
とする。	 




との接続部分である。スケッチ 1 と比べ、スケッチ 2 は
エントランスと閲覧室の接続部分が詳しく書き込まれて
いる。	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 図 6	 分析図	 	 	 	 	 	 	 図 7	 分析図	 
	 
	 図６の青色はスケッチ 1、赤色はスケッチ 2 である。ス
ケッチ 1 とスケッチ 2 を重ね合わせると、扇型や長方形
の全体の配置はあまり変化がないことがわかる。スケッ
チ 1 の配置から詳細を書き込んでいる。	 




	 	 	 
	 	 	 























	 	 	 
	 	 	 	 図 10	 分析図	 	 	 	 	 	 	 図 11	 分析図	 
	 




































	 	 	 
	 	 図 12	 分析図	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 13	 分析図	 
	 
	 図 12 はスケッチ１の扇型の角度を示している。
132.13°である。図 13 はスケッチ 2 の扇型の角度を示し
ている。130.65°である。スケッチ 1 とスケッチ 2 の角
度はあまり変わらない。	 
	 
	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 14	 分析図	 
	 
	 図 14 は最終の平面図の扇型の角度を示している。
146.08°である。スケッチ2の角度とは大きく変化する。	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 





	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 16	 分析図	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 



























図 1,3)	 カール・フライク、武藤章	 	 訳/アルヴァ・アア
ルト作品集	 第 1 巻/A.D.A.EDITA/1979	 
より引用	 
図 2,4,5,6,7,8,9,12,13,14,15,16)	 カール・フライク、






品集	 第 1 巻/A.D.A.EDITA/1979	 
